
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サツエ：このシートに書かれていくわけね。忘れ

なくていいネ∼。 

 

●Ｄａｙ１「ワークタイム配置」 
 

ＧＭ：ワークタイムの配置をしますよ。皆さん駒

を好きなイベントライン上に配置してください。

【分岐】を変化させるには【分岐】と同じイベン

トライン上にないと変化できません。 

 例えばですが【指令】に関する【分岐】を変化

させたいなら一番上の「事件イベントライン」へ

移動させてから行動する必要があります。 

 それと、各ＰＣのイベントラインには【コンタ

クト】というものが存在します。 

高橋：あー、この３日目に書いてある奴？ＰＣ１

∼ＰＣ４でチェックボックスあるけど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＭ：そうです。これは各ＰＣのイベントライン

に自分も含めて１回以上配置されるとチェックさ

れます。チェック数ごとに最後の【願望】を叶え

るための判定の修正に＋が入ります。いろんな人

が絡むと運命が変わりやすくなる、ということで

すね。 

サツエ：ああ、じゃあ自分以外のところにも積極

的に行った方が良いし、来てもらわないと困る

ネ！ 

ＧＭ：じゃ、まずはお好きなところに配置してみ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋：やっぱり【指令】が気になるから事件へ。 

サツエ：やっぱり自分の【願望】が気になるヨ。

連絡先探したい！ 

ドラゴン：まあ他人の世話してやらんと自分のと

ころやってくれそうもないし、高橋のおっさんの

とこ行くわ。 

ＧＭ：３者３様ですね。では、ここで【干渉力】

の判定を行いますよ。判定に失敗すると自分のイ

ベントラインへ戻されます。つまり「あ、仕事の

大事な要件あったわヤベ」とか「なんか不安で職

場もしくは学校来ちゃったわ」とかになります。 

サツエ：あ、そゆことなら、高橋サンのラインに

行きたいですネ。いい？ 

ＧＭ：全然ＯＫですよ。まだ説明中ですし、ダイ

スも振ってませんからね。 

サツエ：ありがと！（駒をとりあえず移動する） 

ＧＭ：じゃあ皆さん判定どうぞ。 

一同：（ころころ）成功∼（×３） 

ＧＭ：ええー、出目良いなあ。ではみんな色々理

由付けてサボったんでしょうね。コンタクトにチ

ェックしますね。（✔する） 

ドラゴン：まあ俺は学校サボるなんて余裕だから

なあ。（【干渉力９】） 

高橋：ホワイトな会社なんで！（キリッ 

サツエ：後輩に仕事押しつけるネ∼（笑） 

 

コンタクト 

２回以上イベン

トライン上に同じ

ＰＣが配置しても

コンタクトのチェ

ックは増えない。 

サツエの行動 

サツエさんは最

初自分のイベント

ライン上へ行こう

としたが説明を聞

いて高橋のライン

へと変えた。 

これは、干渉力

判定のときダイス

の出目が悪かった

ら自分のラインへ

行けばいいや、と

いう判断。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＭ：なんというお気楽軍団。じゃあ配置も決ま

ったので最後は「行動」ですよ∼。 

 

●Ｄａｙ１「ワークタイム行動」 
 

ＧＭ：皆さんのワークタイム中の行動を決めてい

きますよ。やれることは以下の３つです。 

 

①【分岐】の変化 

②思い出す 

③【余裕】の回復 

 

どれをやるにも【実行力】で判定に成功する必

要があります。ダイス振って終わりにするとめっ

ちゃ味気ないんで軽くロールプレイ挟みつつ進め

ていきましょうか。 

当然ですけど、ゲーム的に優位に進めるために

は【分岐】の変化が必須です。じゃ高橋さんから

ですね。 

高橋：もちろん【分岐】の変化だぜ。「再開発計画

に議会の承認がない事を知る」ってことだから

色々聞いたり調べたりすりゃいいんだな。市役所

にでも行って聞いてみるか。 

ＧＭ：市役所に行くとですね職員が対応してくれ

ますが……「えーと、そういう資料は市⺠の方に

は閲覧権ないんですよ∼」めちゃくちゃ面倒な奴

が来たなーってオーラ全開ですよ。 

高橋：そりゃそうか（笑）正攻法で攻めるか。「市

⻑さんが選挙で透明性とか色々公約掲げてただろ。

たしか最近の市報で議会の議事録は読めるって書

いてあったぜ？どゆこと？」とか適当にまくした

ててみる（笑） 

ＧＭ：うお、すごい。真っ当ぽい！（笑）じゃあ

ここで判定お願いします。 

高橋：実行力は高いのよ。（ころころ）９！あぶな！

同値は成功だよな？ 

ＧＭ：成功です。では職員さんが一度引っ込んで

ごにょごにょと偉そうな人と話してから奥から書

類の束を持ってきます。ドガッと段ボール１箱分

くらいのファイルを置いてくれますよ。 

高橋：うげー、これ調べるのかよ……しょうがね

え、駄菓子をもう一度食べるためだ！ 

サツエ：高橋サン、パリピだけど結構真面目よね。 

高橋：一応ワークタイムだから（笑） 

ＧＭ：タイミングはＢＡＤだったので成功しても

良い事は特になしですね。 

高橋：ああ、そうかそうだったな。これＧＯＯＤ

だったらどうなるの？ 

ＧＭ：【余裕】が１点増えるイベントが起きます。 

高橋：ああー。……パリピ的には【余裕】しゃく

しゃくでいたかったなー（笑） 

ドラゴン：まあまあ、成功したのを喜ぼうぜ（笑） 

ＧＭ：では【分岐】の１つ目を変化したのでチェ

ックして…（✔する）では次はサツエさん。 

サツエ：うい！こちらは高橋サンのお菓子のメー

カーを代わりに調べるのネ！ 

ドラゴン：俺も一緒に手伝う。ねーさん、俺も結

構駄菓子には詳しいんだ。助けるぜ。 

サツエ：ほのかちゃんいい子だよネ∼！ 

ドラゴン：ほのかはやめい！ 

一同：（笑） 

ＧＭ：やっぱり高橋からアプリの通信機能で聞き

出すんですかね。ヒントそこら辺しかないし。 

高橋：「えーとな、確かな。赤か⻘の袋で……固い

いんだけど噛んでると味が出てきてタコだかイカ

だか……あー、ごめんめっちゃうろ覚えだわ（笑）」 

サツエ：これは……ヤバイでしょ（笑）本当にメ

ーカーとかに辿りつくのか不安（笑） 

ドラゴン：駄菓子屋が仕入れていたリストとか結

構大事かも？ 

サツエ：それだ！照らし合わせるネ！ 

ＧＭ：なんか凄いクレバー（笑）判定してみまし

ょうか。 

サツエ：うおー！（ころころ）失敗ぃぃ！！ 

ＧＭ：振り直します？ 

サツエ：うーん、うーん。 

ＧＭ：タイミングが今不明なので、もしもＢＡＤ

なら【余裕】も１点減りますよ？ 

サツエ：それならとりあえず１回振り直す！【余

裕】使って（ころころ）やったー、成功！ 

ＧＭ：どんな感じで粘りました？時間かけたり、

お金ちらつかせたり、知り合いの詳しい人に頼っ

たり。 

サツエ：そーね。ここはドロ臭く時間かけて地道

な調査ヨ。ＴＶマンはこういう作業強いネ。 

ドラゴン：ねーさん、ツレーっす（笑） 

ＧＭ：では粘り強い調査の結果メーカが判明しま

す。「タコイカ水産 株式会社」です。【分岐】チ

軽くロールプレイ 

別に無理にやる

必要はないが、せ

っかくＴＲＰＧを

やっているので想

像力を膨らませて

楽しんでほしい。 

ＰＬが不慣れ、

もしくは呼び水を

欲しがっている場

合はＧＭから「い

つ」「どこで」「な

にを」しているか

を 提 案 し て み よ

う。ＰＬがイマイ

チだと思ったら違

う案を出してくる

かもしれないので

それを採用するの

も良い。 

ボードゲームラ

イクにサクサクプ

レ イ す る の も よ

し、ＴＲＰＧらし

さを求めてロール

プレイを楽しむの

も 良 し で は あ る

が、ＧＭ、ＰＬ達

の間で「今日はこ

んな感じでやろう

か」と認識を合わ

せておくと後々不

満が残り辛いので

良いだろう。 

タコイカ水産 

完全にアドリブ

で名前決めたので

適当極まりない。 


